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序
　福岡市は玄界灘を介して大陸・半島と一衣帯水の関係にあり、古代より双方の交流が絶え間
なくおこなわれてきました。市内には埋蔵文化財をはじめとした重要な文化財が数多く残され
ており、近年の著しい都市化により失われるこれらを後世に伝えることは、本市の重要な責務
です。
　本書は、春住小学校校舎他改築その他工事に伴って行われた比恵遺跡群第１５７次発掘調査
について報告するものです。この調査では弥生時代と古墳時代の井戸などを検出するとともに、
弥生土器や古墳時代の土師器や須恵器などが出土しました。今後、本書が文化財保護に対する
理解と認識を深める一助になるとともに、学術研究の資料としてもご活用いただければ幸いに
存じます。
　最後になりましたが、春住小学校の諸先生をはじめ、関係諸機関の方々には発掘調査から本
書の作成に至るまでご理解とご協力を賜りました。心から感謝申し上げます。

令和４年３月 24 日
福岡市教育委員会

教育長　星 子  明 夫

例　　言
１． 本書は博多区博多駅南5丁目に所在する春住小学校の校舎改築に伴い福岡市教育委員会が、

令和 2（2020）年 11 月 16 日から令和 3（2021）年３月 31 日に発掘調査をした比恵遺跡群
第 157 調査の報告書である。

２．遺構の実測・写真撮影は坂口剛毅・中園将祥・三浦萌が行った。
３．遺物の実測は鶴来航介・久富美智子・平田春美・三浦が行った。
４．遺物の写真撮影は三浦が行った。
５．製図は三浦が行った。
６．本書に掲載した方位はすべて磁北である。
７．本書に掲載した座標は世界測地系である。
８． 本書に使用した遺構略号はＳＤ＝溝、ＳＥ＝井戸、ＳＫ＝土坑、ＳＰ＝柱穴（ピット）、

ＳＸ＝不明である。
９．本書に関わる図面・写真・遺物は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵・保管される。
10．実施した自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。
11．本書の執筆・編集は三浦が行った。

遺 跡 名 比恵遺跡群 調 査 次 数 157 次 調 査 略 号 HIE-157
調 査 番 号 2035 分布地図図幅名 37　東光寺 遺跡登録番号 0127
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調 査 期 間 令和 2 年 11 月 16 日～令和 3 年 3 月 31 日 事前審査番号 2019-1-23
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Ⅰ．はじめに

１．調査に至る経緯
　令和元年６月４日付、教施第７３号で福岡市教育委員会教育環境部施設課から、春住小学校校舎
改築その他工事にともなう埋蔵文化財の事前審査について依頼文書が提出された（事前審査番号：
2019-1-23）。
　春住小学校は埋蔵文化財包蔵地である比恵遺跡群に含まれており、南西には国指定史跡比恵遺跡が
存在する。同小学校内での試掘はこれまでに数度行われており、その結果敷地東側の約 2/3 は旧河川
であることが既に判明している。そのため経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課事前審査係は要
調査範囲を明らかにするために、建て替え予定地である同小学校のグラウンドにおいて試掘調査を
行った。調査の結果、指定史跡側の台地はもちろん、以前から判明していた谷の落ち際まで遺構が確
認された。加えて従来の地形を確認する必要もあるため、グラウンドの南西部が調査対象となった。
　本調査は令和２年１１月１６日～令和３年３月３１日まで行い、報告書作成の整理作業は令和３年
度に行った。

２．調査の組織
　　　　　調査委託：福岡市教育委員会教育環境部施設課 
　　　　　調査主体：福岡市教育委員会　

（発掘調査：令和２年度）
　　　　　調査総括：経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課　課長　　　　菅波正人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同課調査第２係長　　　　藏冨士寛
　　　　　庶　　務：　　　　　　　　　　　文化財活用課管理調整係　　　　松原加奈枝
　　　　　事前審査：　　　　　　　　　　　埋蔵文化財課事前審査係　　　　神　啓崇
　　　　　調査担当：　　　　　　埋蔵文化財課調査第２係文化財主事　　　　中尾祐太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　萌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中園将祥

（整理・報告：令和３年度）
　　　　　整理・報告総括：経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課　課長　菅波正人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同課調査第２係長　藏冨士寛
　　　　　整理・報告庶務：　　　　　　　　　　　文化財活用課管理調整係　井手瑞江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　愛
　　　　　整理・報告担当：　　　　　　埋蔵文化財課調査第 2 係文化財主事　三浦　萌
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Ⅱ．遺跡の立地と環境

１．地理的環境
　玄界灘と背振・三郡山系に挟まれた福岡市には、糟屋、福岡、早良、今宿の４つの平野が広がって
いる。その中の一つである福岡平野の中央を流れる御笠川と那珂川に挟まれた丘陵上、その北部に比
恵遺跡群は立地している。この丘陵は花崗岩の風化土層を基盤としており、その上に白色粘土の八女
粘土、橙色・赤褐色粘土の鳥栖ロームが堆積しているものである。

２．歴史的環境
　比恵遺跡群は旧石器時代から中世にわたる複合遺跡である。発見されている主要な時代は弥生時代
早期から古墳時代後期である。隣接する那珂遺跡群とは浅い谷で分けられているものの、これまでの
調査結果から一連の遺跡群であるとされている。
　比恵・那珂遺跡群では後期旧石器や縄文時代の遺物が発見されているものの、遺構の初現は突帯文
期である弥生時代前期では遺跡北西部で遺構が確認されている。前期後半になると遺跡内各所に展開
するようになる。中期前半になると丘陵の中央部に位置する高所で集落がみられるようになり、中期
中頃から後半には丘陵中央に遺構が増加する。古墳時代初頭には初期の前方後円墳である那珂八幡古
墳が隣接する那珂遺跡群の中央に築造される。それ以降はしばらく確認されている集落の数は減少す
るものの、中期後半以降から大規模な集落がみられるようになる。古代になると那珂遺跡群にみられ
る遺構の比重が大きくなる。以上のことから、集落の中心は那珂遺跡群に移ったとみられる。
　本調査区は比恵遺跡群の中央からやや北西に位置しており、丘陵本体から離れた小さな島状になっ
ている小丘陵の東側の落ち際であった場所にあたる。その丘陵上で行われた８次、７２次調査では三
本柵列で囲まれた古墳時代の倉庫群と考えられる掘立柱建物が１０棟発見されている。これらは那津
官家の官衙関連遺構であるとされており、国指定史跡となっている。またその倉庫群の続きは１２５
次調査で確認された。６９次、１０１次調査では弥生時代前期の貯蔵穴群が、６０次調査では弥生時
代中期から後期にかけての竪穴住居群、甕棺墓と土壙墓からなる弥生時代前半から中頃の墓群、さら
に弥生時代後期から終末期の井戸が検出されている。１５１次調査では弥生時代中期初頭の甕棺墓、
弥生時代中期後半から後期週末の方形竪穴建物、井戸、掘立柱建物などが検出されている。前述した
ように今回の調査区は国指定史跡に道路を挟んで隣接している。今回の調査ではそれに伴っている検
出されていない三本柵列の続きや、その他関連する遺構が発見される可能性があった。また東部では
旧河川の存在が推定されており、その確認を含めた古来の地形や環境を確認する目的もあった。
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Ⅲ．調査の記録

１．調査の概要
　今回報告する比恵遺跡群第 157 次調査は、博多区博多駅南５丁目３番に所在する春住小学校のグラ
ウンド内で行われた。調査区の南西部には国指定史跡比恵遺跡があり、大型の掘立柱建物 10 棟や三
本柵列が発見され、那の津官家の比定地となっている。
発掘調査は春住小学校の新校舎の建設が予定され、かつ遺構が残っていると確認できた南西部約　　
㎡を対象とした。廃土処理と発掘調査範囲の関係上、調査区を６分割して行っている。調査区では南
側深いところで地表面から約 1.5 ｍで遺構検出面が検出された。北側の浅いところでは約 10㎝の表土
直下で検出されている。これら遺構検出面までの表土の鋤取りを行った後，人力で遺構の検出及び掘
削，遺構実測，写真撮影を行った。発掘調査は令和２年１１月１６日に開始し、令和３年３月３１日
に終了している。
　本調査区で検出された遺構は主に弥生時代の井戸２基、土坑１基、溝１条、古墳時代の井戸１基、
土坑１基、その他不明遺構やピット、溝などが複数である。

1
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1 1

1

0

図２．周辺調査 （1/ 000）図２．周辺調査地点（1/2000）
（市報 1401 集より一部改変）
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２．基本層序（図５）
　調査開始時の現地表の高さは約 3.7 ｍであった。調査区の北西隅では表土であるグラウンドの土を
剥いだ約 10㎝下で遺構検出面である鳥栖ローム層が発見される。調査区の位置において深さに違い
はあるものの、どの地点でもかく乱が激しく１ｍ前後のかく乱層の下で検出面が発見されることが多
い。しかし調査区内の自然地形が西から東にかけてゆるやかに傾斜をする形をとるため、南東部（Ⅳ
区に該当）ではかく乱層から遺構検出面までに土壌堆積があった。７層である黒色粘質土からはわず
かながら土器が検出された。また調査以前から今回の調査区内において旧河川の存在が推測されてい
たが、今回の調査ではそれらしきものは確認できなかった。
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図 ．調査区 区 図（1/ 0 1/ 0）
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３．遺構と遺物
弥生時代
１）井戸
　調査区西側で井戸が２基発見されている。
ＳＥ０１１（図６）
　調査区西側で発見された井戸である。直径
約 76 ～ 78㎝、深さ約 86㎝。ほぼ円形のプラ
ンをとる。底面で複合口縁壺が発見された。
時期は弥生時代後期か。
出土遺物（図７）
　１は複合口縁壺であり、ほぼ完形である。
底面に横向きで発見された。口径 14.6㎝、底
径 6.2㎝、最大胴部径 21.8㎝器高 26.9㎝。に
ぶい橙色の胎色である。外面内面ともにハケ
目がみられる。２は石包丁である。縦 4.2㎝、
横 4.3㎝、厚さ 0.6㎝、重さ 10.6g である。
ＳＥ０１２（図８）
　ＳＥ０１１の北東すぐ近くで発見された井
戸である。直径約 90 ～ 92㎝、深さ約 86㎝。
底面で湧水。底面付近で弥生土器を多く発見
した。
出土遺物（図９）
　３・４は甕である。３は口径 15㎝、最大
胴部径 17.8㎝、器高 19.5㎝でほぼ完形である。
外面内面ともにハケ目がみられ、外面の底部
付近にはケズリ、口縁部の外面にはヨコナデ
が施されている。黒斑がある。４は口径 15.2
㎝、残存高 16.8㎝。外面内面ともにハケ目が
施されており、一部に黒斑がある。５は小
型の甕と思われる。口径 7.1㎝、器高 5.65㎝。
外面内面ともに摩滅により調整は不明瞭では
あるがケズリと思われる。口縁部付近に指圧
痕が残る。６は小型の壺である。口径 9㎝、
最大胴部径 11.1㎝、器高 9.8㎝。胴部外面は
ケズリのちナデ、内面はナデ調整が施されて
いる。口縁部付近はヨコナデである。

２）土坑
ＳＫ０３４（図４）
　調査区南部端で発見された土坑である。深

1

0m

0m

3

1

図 ． 011 図（1/ 0）

0 1m

図６．SE011 実測図（1/20）
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さ約 30㎝で浅い。土層図は図５の南壁を参照されたい。埋土は南壁の１７・１８層である。木製品
の未製品が発見された。
出土遺物（図１０）
　７は諸手鍬の未成品である。長さ 38.4㎝、幅 26.1㎝、厚さ 9.0㎝。加工痕や稜線は確認できない。
８は太型蛤刃石斧の柄の未成品である。長さ 55.5㎝。

３）溝
ＳＤ０４５（図４）
　調査区東部で発見された浅い溝である。幅 21.6㎝、深さ 10㎝。埋土は白色砂。小型の甕などといっ
た弥生土器が複数発見された。土層は図５を参照されたい。
出土遺物（図１１）
　９～１２は小型の甕である。９は口径 6.2㎝、底径 3.3㎝、器高 7 ～ 7.5㎝になる。口縁部外面付近
にハケ目が残っているが、胴部の調整は摩滅により不明。内面はナデ調整である。１０は口径 7.4㎝、
底径 3.4㎝、器高 7.55㎝。外面調整は摩滅により不明瞭である。内面は工具によるナデを施した後に
ナデている。下部付近にススが残る。１１は口径 8.5㎝、底径 3.5㎝、器高 8.4㎝。外面内面ともに摩
滅により調整は不明である。１２は小型の甕の底部である。底径 3.6㎝、残存高 5.6㎝。外面内面とも
に摩滅により調整は不明瞭である。１３は小型の鉢か？　口径 7.2㎝、底径 4㎝、器高 3.7㎝。口縁部
付近はヨコナデ、内面は工具によるナデ調整が施されている。外面胴部の調整は摩滅により不明瞭
である。内面は黒灰色を呈す。１４は完形の支脚である。上部径 8.05㎝、下部径 7.9㎝、器高 14.2㎝。
外面調整はタテハケであり、上端部と下端部付近はヨコナデが施されている。内面はケズリである。
１５は投玉型土製品である。縦 4.25㎝、横 2.4㎝、厚さ（直径）2.35㎝である。ケズリのちナデが施
されている。

0 0cm

図 ． 011 図 1/ 1/

0 10cm

1

図７．SE011 出土遺物実測図（1/4、1/2）
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図 ． 01 図（1/ 0）
図８．SE012 実測図（1/20）
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４）不明遺構
ＳＸ０５４（図４）
　調査区南端において発見された遺構である。埋土は暗灰色粘土であり、水が滞水していたものと思
われる。
出土遺物（図１２）
　１６は弥生土器の甕の底部である。底径 6.5㎝、残存高 4.6㎝。外面にはハケ、内面および上げ底部
はナデ調整が施されている。内底部は黒色を呈する。１７は石皿と思われる席製品である。安山岩質。
縦 8.25㎝、横 9㎝、厚さ 4.8㎝、重さ 559.5g。上面中央部と側面の一部に叩打痕が残る。

５）その他（図１３）
　１８・１９はＳＰ０１９で発見された弥生土器の甕の口縁部の破片である。１８は口径 48㎝、残
存高 7.3㎝。内面外面調整ともにナデ。１９は残存高 6.7㎝。２０はＳＫ００４で発見された。石剣の
柄部分であると思われる。縦 5.8㎝、幅 3.0㎝、厚さ 0.8㎝、重さ 17.4g。頁岩か？

0 10cm

図 ． 01 図（1/ ）

3

図９．SE012 出土遺物実測図（1/3）
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図 10． 0 図（1/ ）

0 10cm
8

図 10．SK034 出土遺物実測図（1/5）
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古墳時代
１）井戸
ＳＥ０１４（図１４）
　調査区の中央付近で発見された井戸である。直径 86 ～ 94㎝、深さ約 86㎝でほぼ円形のプランをと
る。標高約 4 ｍの底面で湧水する。どの層からも土器片など遺物が多く出土しており、底面付近では
土師器が多く発見された。
出土遺物（図１５・１６）
　２１は小型の丸底の甕である。口径 7.4㎝、胴部最大径 9.7㎝、器高 9.3㎝で完形である。外面の頸

0 10cm

0 10cm

図 11． 0 図（1/ 1 1/ ）

10 11

1

1

13

1

図 11．SD045 出土遺物実測図（1/2、14：1/3）
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0 10cm

図 1 ． 0 図（1/

1

1

0 10cm

図 1 ． 図（1 1/ 1/ ）

0 0cm

18

1

0

図 12．SX054 出土遺物実測図（1/3）

図 13．その他出土遺物実測図（17:1/4、1/2）
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部に工具によるヨコナデが施されている。内
面は工具によるナデを施したあとにナデを
行っており、外面はハケ状の工具によるナデ
調整が行われているためハケ目がみえる。二
次加熱をうけて赤変しており、底部にはうっ
すらとススが付着している。２２～２５は小
型丸底壺である。２２は口径 8.4㎝、胴部最
大径 9.5㎝、器高 9.6㎝でほぼ完形である。内
面は横方向のナデ、外面は胴部上部にはナデ
が、下部にはハケが施されており、部分的に
ケズリも施されている。外面の胴部中央部に
焼成による剥離がある。２３は口径 10.2 ～
10.8㎝、胴部最大径 8.35㎝、器高 8.5㎝でほ
ぼ完形である。内面は開口部はヨコハケで胴
部は横方向のケズリ、外面は開口部はヨコナ
デであり、胴部は不定方向のハケである。外
底部付近に黒斑が残る。２４は口径 7.9㎝、
胴部最大径 8.3㎝、器高 9.15㎝で完形である。
外面の調整は摩滅しており不明であり、一部
に黒斑が残る。内面胴部は工具によってナデ
が施されたのちにナデている。２５は口径9.2
㎝、胴部最大径 10.2㎝、器高さ 11.15㎝であ
る。内面の胴体上部はケズリ、底面はケズリ
のちナデが施されている。開口部は内外面と
もに摩滅のため調整は不明である。外面の胴
部も摩滅によって不明瞭ではあるものの、一
部にハケ目が残っている。２６は丸底壺であ
る。口径 12.2㎝、胴部最大径 15.2㎝、器高さ
15.2㎝でほぼ完形である。内面の胴部はケズ
リが施されており、一部にハケ目が残る。外
面胴部はハケ目がほどこされている。開口部
は内外綿ともに横方向のナデである。２７は
甕の口縁部である。口径 14.5㎝、残存高 8.0㎝。
内面の開口部はナデ、胴体部はケズリが施さ
れている。外面は胴部にハケ目が施されてお
り、ススが付着している。２８は甕の胴部と
思われる。胴部最大径 17.7㎝、残存高 12.2㎝。
外面は摩滅と剥離により調整不明。内面はケ
ズリと底部にはナデが施されている。２９
は高坏か？　底径 9.2㎝、残存高 5.8㎝。内面

1
3

m

m

図 1 ． 01 図（1/ 0）

0 1m

図 14．SE014 実測図（1/20）
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図 1 ． 01 図 （1/

0 10cm
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8

30

図 15．SE014 出土土器実測図①（1/3）
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図 1 ． 01 図 （1/

0 0cm
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3

図 16．SE014 出土土器実測図②（1/4）
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図 ． 01 図（1/ 0）

0 10cm

図 ． 01 図（1/ ）

3
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図 18．SK013 出土遺物実測図（1/3） 

図 17．SK013 実測図（1/30）
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調整と底部外面はナデである。外面の胴部は縦方向の工具痕が残るものの摩滅気味で不明瞭である。
３０は埦か？　口径 14.6㎝、器高 7.3㎝で完形である。内面上部はハケ目、底部はナデ。外面の口縁
部付近はヨコナデ、上部はハケ目のちナデ、底部付近はケズリが施されている。外面の一部にスス
が付着しており、底面に黒斑が残る。３１は二重口縁の甕（壺？）である。口径 16.2㎝、胴部最大径
26.1㎝、器高 32.2㎝。外面調整はハケ、内面調整は胴部はケズリのちに部分的にナデ、頸部より上は
ハケである。ススが付着しており、黒斑もみられる。３２～３５は甕である。３２は口径 16㎝、胴
部最大径 23㎝、器高 26.25㎝でほぼ完形である。外面胴部はハケ、口縁部付近はヨコナデ、内面胴部
はケズリ、口縁部付近はハケ目が施されている。外面の胴部中央付近から底部にかけて厚ぼったいス
スが付着しており、内面も部分的にススが付着している。３３は口径 16㎝、胴部最大径 20.7㎝、器
高 24.3㎝である。外面の胴部はハケ目、口縁部はヨコナデとハケ目、内面の胴部はケズリ、口縁部は
横方向のハケ目のあとにナデが施されている。外面は全体的にススが付着している。３４は甕の頸か
ら下と思われる。胴部最大径 23㎝、残存高 21.9㎝。全体的に器壁が薄い。外面はハケ目であり、全
体にススが付着している。内面はケズリであり、底面はナデである。３５は口径 13.1㎝、胴部最大径
20㎝、器高 23.3㎝でほぼ完形である。内面の口縁部付近は不明瞭だがおそらくケズリ、同体上部はケ
ズリ、下部はナデで一部に指ナデ痕が残る。外面はミガキのようにみえる調整である。

２）土坑
ＳＫ０１３（図１７）
　調査区南西部で見つかった土坑である。直径 2.01 ～ 2.13 ｍ、深さ 1.38 ｍ。底面で須恵器が見つかっ
た。時期は六世紀であり、隣に位置する国指定史跡と関連するものである可能性がある。
出土遺物（図１８）
　３６は須恵器の坏身である。口径 11.2㎝、受身部径 13.55㎝、器高 3.95㎝。内外綿ともに回転ヨコ
ナデが施されており、内面の底部はナデ、外面の底部は回転ヘラケズリである。３７は須恵器の調整
がなされた土器である。胴部最大径 20.6㎝、残存高 18.3㎝。橙色を呈しており、一部に黒斑らしきも
のが残る。外面には格子タタキ、内面には平行タタキが施されている。

その他（図１９）
　３８はＳＰ０１５から出土した黒色土器 A 類の坏である。
高台径 9.4㎝、残存高 2.05㎝。調整は内外面ともにナデだが、
一部摩滅により不明である。 0 10cm

図 0． 図（1/ ）

38

図 19．その他出土遺物実測図（1/3）

− 19 −

、二ニ/



Ⅳ．まとめ

　今回の調査では弥生時代後期から古墳時代前期の井戸と古墳時代後期の土坑が主に発見された遺構
といえる。このうち古墳時代後期の土坑である SK013 はその出土須恵器から見ても隣に位置する国
指定史跡と同時期のものである可能性が高いが、その性格は不明である。また三本柵列の続きは今回
の調査区内では発見することはできなかった。そのため柵列は国指定史跡と当調査区の間をはしる道
路下に存在する可能性がある。その他に発見された遺構は前述したように井戸などが中心であり、竪
穴住居などの住居跡は確認できていない。地形は島状の丘陵の裾部であることを示すように、西から
東へとゆるやかに傾斜をする。そのため、この調査区は丘陵の高台に存在する集落の縁辺部で位置し
ていたといえる。
　また調査区の東側にあると考えられていた旧河川についてだが、今回の調査では河川と考えられる
痕跡を見つけることはできなかった。そのため旧河川は調査区範囲外からさらに東側に存在したもの
と考えられる。

旧河川推定ライン

本調査区

図２０．調査区周辺図（1/1000）
図 20．調査区周辺図（1/1000）
（市報 663 集より一部改変）
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群第 の自然科学分析

・ ー 株式会社

に

群 市博 に 在し 博 に る 標 ～ に

る 第 生 と る 出 る 本 内

の堆積 に 生 中 ～ の古環境 定 目 とし 珪藻分析 花粉分析

る

料

分析 料 Ⅳ の に た に た ～

る 生 の堆積 ～ 生 中

の 地堆積物 と 定 る の に 珪藻分析 花粉分析 る

分析方法

珪藻分析

重 ー ーに 化 と 料の 化と 物の分解・

に 分 た たし る の 中に した

土分 し 珪藻 の の ～ に 自然 法に る

分の し に し ラ に し る した 料

に の ラ ク し ラ ラ に け永 ラ る

た ル 用 に出現 る珪藻化石

に る 定・ る 化石の の 原

とし 珪藻 分 した のに 定 けるた 定・

出 た 示 種 の重 種 の とし に し

る種群 る に る

珪藻の 定と種の生態 に

に る 群集解析に た の

産出化石 分 に る 応 に 海 生 海 ～ 生 生 生に生態

分 し に の中の 生種 分 の の 応 に 生態分 し に

示

堆積環境の るた に 珪藻化石 出 た 料に 珪藻化石群

集 図 る 出現 化石 とした 分 し の出現 示 分 群

に の 示 る 図中の 産出した 料 の種

の の産出 示 図中に 海 生・ 生・ 生種の と

生種 とした 分・ ・ の に 図示 る

花粉分析

料 に 化 に る 化 重 化 重 に る

物の分 化 に る 物 の ア の

に る植物 中の ル ー の分解 物 ・化学 し 花粉 集 る

し ラー し の 学 ラー し

出現 る の種 に 定・ る 定 社保 の現生標本 島倉 中村

藤木・小澤 三好 に る

付編．自然科学分析
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定・ の一 花粉化石群集の分布図とし 示 る 図 中 の種

の 種 の の 示 図中の木本花粉 木本花粉

本花粉・ 胞子 明花粉 た とし 分 出現

出し図示 る 木本花粉 の の に と る

るの 出現した種 示 るにと

珪藻分析

図 に示

分析した 料の

料 珪

藻化石 産出した た

珪藻化石 産出した 料の

産出した

の の 料 産出

に た 保存状態

形の る

た 産出したた

～ 良 る 産

出した分 群 生種

の る
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表1.　 分析結果

種　　　　　類 東壁

分 pH 種 7層 13層 14層 15層

Achnanthes crenulata Grunow Ogh-ind al-bi l-ph T - - 13 2

Cymbella aspera (Ehr.) Cleve Ogh-ind al-il ind O,T - - 21 -

Cymbella spp. Ogh-unk unk unk - 1 12 -

Eunotia pectinalis  (Dillwyn) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T - - 12 -

Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB,O,T - - 26 -

Eunotia spp. Ogh-unk unk unk - - 11 -

Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - - 3 -

Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U - - 2 -

Navicula reinhardtii Grunow Ogh-ind al-bi ind - - 3 -

Navicula spp. Ogh-unk unk unk - - 1 -

Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk - - 12 -

Stauroneis spp. Ogh-unk unk unk - 1 - -

種 0 0 0 0

種 0 0 0 0

種 0 0 0 0

種 0 0 0 0

種 0 2 116 2

0 2 116 2

塩分:塩分濃度に対する適応性    pH:水素イオン濃度に対する適応性  　流水:流水に対する適応性

  Euh　　:海水生種              al-bi:真アルカリ性種 　　          l-bi:真止水性種

  Euh-Meh:海水生種-汽水生種     al-il:好アルカリ性種　　           l-ph:好止水性種

  Meh　　:汽水生種              ind　:pH不定性種 　                ind :流水不定性種

  Ogh-Meh:淡水生種-汽水生種     ac-il:好酸性種                     r-ph:好流水性種

  Ogh-hil:貧塩好塩性種          ac-bi:真酸性種                     r-bi:真流水性種

  Ogh-ind:貧塩不定性種          unk　:pH不明種   　                unk :流水不明種

  Ogh-hob:貧塩嫌塩性種

  Ogh-unk:貧塩不明種

種　

　 種　 種　 1 種　 2 種　

　 1 種　 2 種

　 1 種　 2 種　 種 ( 1 )

　 種 　 種 　 種　 種　

　 種 　 種　 種　 種

　 層 種 　 種 ( 1 )

　 種　 種　 種( 1 5)

　 ( 区分 1 1)

Ⅳ区

南東壁
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胞子 産 る る

花粉化石の産出状 保存状態

木本花粉の 本花粉の 科

に る る

堆積環境

珪藻分析の に珪藻化石の産出状

の 定 解析

る けの た の の 料

と る 出 た

の 料 珪藻化石の生態 群集の生

に る 堆積環境の 定

る に 堆積 に好 環境 大

に ると に分解 る と

る の

の と と珪藻化石 に

環境 た た珪藻化石

堆積 に分解・ した 定 る

一方 徴 に産出した珪藻

化石 生種 定 種の

種 の

明種の

陸生珪

藻の る

産出した種の生態 に ると 生

種 定 種の 一 に

定 好アル 種 定の 布

種 る 地 地 る 原に

に る 生種 定

種の に に

る 地に 産 る種と る

教 会 生種 種の

定 好アル

好 る 好 中

とし に ると る

る 安藤・ 明種の

種 る

地に 徴 に

種に る る 陸生珪藻の

地に る

陸生珪藻と し に 生

表2.　花粉分析結果

種　　類 東壁

7層 13層 14層 15層

木本花粉

マキ属 - - 3 6

モミ属 - 3 15 16

ツガ属 - - 1 1

マツ属複維管束亜属 - 1 2 21

マツ属（不明） 2 1 12 26

スギ属 - 1 7 3

ヤマモモ属 - 2 5 -

サワグルミ属 - - 1 2

クマシデ属―アサダ属 - 1 1 2

カバノキ属 - 2 2 1

ハンノキ属 - - 2 -

ブナ属 - - - 1

コナラ属コナラ亜属 - 2 12 4

コナラ属アカガシ亜属 - 12 122 47

クリ属 - 2 3 -

シイ属 - - 21 9

ニレ属―ケヤキ属 - - 1 -

エノキ属―ムクノキ属 - 1 2 68

イスノキ属 - - 1 -

コクサギ属 - - 1 -

キハダ属 - - 1 -

モチノキ属 - - 1 -

カエデ属 - - 1 -

ノブドウ属 - - 2 10

ウコギ科 - - 6 5

ツツジ科 - - - 1

ハイノキ属 - - 1 -

イボタノキ属 - - - 1

トネリコ属 - - 1 -

スイカズラ属 - - 1 -

草本花粉

サジオモダカ属 - - 1 -

イネ科 18 5 9 87

カヤツリグサ科 - - - 11

イボクサ属 - - - 1

ミズアオイ属 - - 1 -

クワ科 - - - 4

サナエタデ節―ウナギツカミ節 2 3 25 12

アカザ科 1 - 1 1

ナデシコ科 - - 1 3

アブラナ科 - 1 - 1

バラ科 - - - 1

キカシグサ属 - - - 1

セリ科 - - 1 1

オオバコ属 - - 1 1

オミナエシ属 - - - 1

ゴキヅル属 - - - 2

ヨモギ属 10 1 6 3

オナモミ属 - - - 1

キク亜科 2 - 1 2

タンポポ亜科 1 1 - 1

不明花粉

不明花粉 3 6 12 16

シダ類胞子

ヒカゲノカズラ属 - 11 23 5

イワヒバ属 - - 14 14

イノモトソウ属 - 20 49 3

アカウキクサ属 - - 7 -

他のシダ類胞子 24 203 459 135

合　計

木本花粉 2 28 228 224

草本花粉 34 11 47 134

不明花粉 3 6 12 16

シダ類胞子 24 234 552 157

合計(不明を除く) 60 273 827 515

南東壁
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三宅 尚・中越信和 森林土壌に堆積した花粉・胞子の保存状態 植生史研究

三好教夫・藤木利之・木村裕子 日本産花粉図鑑 北海道大学出版会
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集

島倉巳三郎 日本植物の花粉形態 大阪市立自然科学博物館収蔵目録 第 集

徳永重元・山内輝子 花粉・胞子 化石の研究法 共立出版株式会社
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図版1　 化石

10μm

1

2

3

4

5

6
7 8

9

 1. Achnanthes crenulata  (Ⅳ区南東壁;14層)
 2. Cymbella aspera ( .)  (Ⅳ区南東壁;14層)
 3. Cymbella . (Ⅳ区南東壁;14層)
 4. Eunotia pectinalis ( ) ab  (Ⅳ区南東壁;14層)
 5. Eunotia praerupta b  (Ⅳ区南東壁;14層)
 6. Gomphonema acuminatum b  (Ⅳ区南東壁;14層)
 7. Hantzschia amphioxys ( .)  (Ⅳ区南東壁;14層)
 8. Navicula reinhardtii  (Ⅳ区南東壁;14層)
 9. Stauroneis . (Ⅳ区南東壁;13層)
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図版2　花粉化石

(2-12)

50μm

(1)

50μm

 1. モミ属(Ⅳ区南東壁;15層)  2. マツ属(Ⅳ区南東壁;15層)
 3. スギ属(Ⅳ区南東壁;15層)  4. コナラ属コナラ亜属(Ⅳ区南東壁;14層)
 5. コナラ属アカガシ亜属(Ⅳ区南東壁;15層)  6. シイ属(Ⅳ区南東壁;15層)
 7. エノキ属―ムクノキ属(Ⅳ区南東壁;15層)  8. ウコギ科(Ⅳ区南東壁;14層)
 9. ノブドウ属(Ⅳ区南東壁;15層) 10. イネ科(Ⅳ区南東壁;15層)
11. カヤツリグサ科(Ⅳ区南東壁;15層) 12. サナエタデ節―ウナギツカミ節(Ⅳ区南東壁;14層)
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図 版 １

１．南部調査区Ⅰ区全景（北より）

２．南部調査区Ⅱ区全景（東より）



図 版 ２

１．南部調査区Ⅲ区全景（北より）

２．南部調査区Ⅳ区全景（北より）
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図 版 ３

１．南部調査区Ⅴ区全景（東より）

２．北部調査区全景（東より）

.

9

3

 

9

.

 

9
 

.

.
 

ヽ
・

1

.

c

.

 

グ

1

.
f

., •
• 

9

.
 

.‘ •. 

,
＇
；
ゥ
・

，

．

ぶ

り

、

．
．
 

ヽ

9
.
 

、
,
t
.I

.

,. 

..、,、



図 版 ４

１．南部調査区Ⅳ区南壁土層

２．南部調査区Ⅳ区東壁土層



図 版 ５

１．SE011（北より）

２．SE012（南より）



図 版 ６

１．SE014 半裁（東より）

２．SE014 出土遺物



図 版 ７

１．SE011 出土遺物

２．SE012 出土遺物
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比恵遺跡群 集落 弥生・古墳 井戸、土坑、溝 弥生土器、須恵
器、土師器

要　　約

　比恵遺跡群は福岡平野の中央を流れる那珂川と御笠川に挟まれた丘陵上に立地する縄文
時代から中世にわたる遺跡群である。当調査区の西隣で行われた第８次・72 次調査では３
間×３間の総柱建物が 10 棟と３本一組の柵状遺構が確認されており「那津官家」と考えられ、
国指定史跡にもなっている。
　今回調査となったのは福岡市立春住小学校の校庭の一部である。前述した国指定史跡「比
恵遺跡」に隣接しており、三本柵列が存在する可能性があった。調査の結果としては弥生
時代の井戸と考えられる土坑が２基、古墳時代初頭の井戸が１基、その他に時期不明（弥
生？）のピット複数と近代の溝が４条確認できた。しかし三本柵列等の「比恵遺跡」との
関連が深いものは確認できなかった。よって三本柵列は「比恵遺跡」と当調査区の間にあ
る道路付近をめぐっている可能性が高まった。地形としては南西から北東にかけてゆるや
かに下がっていく形をとり、調査区の大半でかく乱の被害をうけていた。また想定されて
いた旧河川の痕跡は見られなかった。
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